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 要 旨   

 

目的：COVID-19 パンデミック時のカナダにおけるアルコール摂取量の増加に関連する要因

を、不安、うつ、孤独、およびパンデミックによる雇用の変化に着目して明らかにする。さ

らに、アルコール使用の変化に関連する要因が男女で異なるかどうかも検討した。 

 

方法：データ収集は，Web パネル「Asking Canadians」を介して，カナダ在住の 18 歳以上

の成人 5,892 人に対して 2020 年５月 29 日から、2021 年 3 月 23 日の間に行われた。COVID-

19 の流行開始以降の過去 7 日間のアルコール摂取量が、流行開始前と比較して「かなり減

った」、「やや減った」、「変化なし」、「やや増えた」、「かなり増えた」で回答を得た。また、

性別、年齢、世帯収入、居住地、同居人数、不安（General Anxiety Disorder-7調査票）、

うつ（CES-D調査票）、雇用状況への影響も尋ねた。解析には、順序ロジスティック回帰を用

い、性別による影響を検証した。 

 

結果：年齢、収入、うつ・孤独を感じた日数、調査時期が、アルコール摂取量の変化と有意

に関連していた。特に、不安が全くないか低いレベルの人々に比べ、軽度から中等度の不安

（OR：1.23、95％CI：1.07-1.62）、重度の不安（OR：1.49、95％ CI：1.15-1.93 ）を有す

る人々において飲酒量が有意に増加していた。男女別の解析では、男女とも、年齢、収入、

うつ・孤独を感じた日数、調査時期が、アルコール摂取量の変化と有意に関連していた。性

別による効果の違いはみられなかった。 

 

結論：COVID-19 パンデミック時にアルコール消費が増加する正確な理由は不明であるが、

アルコール消費の変化は、不安、抑うつ感、孤独感と有意に関連することが示された。  


